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第８課　　家族のこと	

	書類などに書かれている家族構成がわかり、読むことができる。

	ブログや願書などに、家族について書くことができる。

◎とびらに出ている学習漢字

	 【提出漢字】家、族（タイトル）、父、母、妹、弟

◎教室でのやり取り例

	 ①とびら全体について

	 	 Ｔ：これは何ですか。

	 	 Ｌ：ドラマのかぞくです。

	 	 Ｔ：〈「家」「族」を指しながら〉はい、そうですね。インターネットでドラマの家族を見ています。

	 ②「父」

	 	 Ｔ：お父さんの名前は？

	 	 Ｌ：たろう

	 	 Ｔ：〈「父」を指して〉「お父さん」、別の言い方を知っていますか。

	 	 ［学習者から出てこない場合］

	 	 T：「お父さん」、「ちち」です。

＊学習者から出てこなければ、提出して読み方の違いを説明します。

＊同じように「母」の漢字も読み方を提出します。

	 ③「妹」　　　　　　　　　　　

	 	 Ｔ：まりさんはどんな人ですか」〈と言って「妹」を示す〉

	 	 Ｌ：ゆきさんのいもうとです。

	 	 Ｔ：はい、妹の漢字はこれです。じゃあ、ゆきさんは？

◎覚え方のヒントと留意点

	 79「家」：

	 「宀」がここで初出です。家の屋根の意味があることを提示します。このテキストではイラス

トから覚えるアイディアを紹介していますので、それを参照してもいいかもしれません。

	 p.54 ページにイラストを紹介しています。
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	 81「父」

	 学習者にイメージやストーリーを使った覚え方を考えてもらうといいでしょう。P.82 に自分で漢字をイラストに

して覚えるコーナーがあります。クラス全員で描いてみてもいいかと思います。

	 	 例）口ひげを生やしたお父さんの顔のイラストなど。

　	 	 　　p.82 の解答（別冊 p.16）にイラストを紹介しています。

	 82「母」

	 学習者にイメージやストーリーを使った覚え方を考えてもらうといいでしょう。

	 	 例）おっぱいのあるお母さんのイラストなど。

　

	 83「兄」

	 学習者にイメージやストーリーを使った覚え方を考えてもらうといいでしょう。

	 	 例）お兄さんは足が長いです。

	 85「姉」

	 「妹」と同じく女編の「一」の部分が単漢字の「女」とは違うことに注意してもらいます。また、「市」の縦棒は

一画でないことも確認するといいでしょう。

	 88「高」

	 学習者にイメージやストーリーを使った覚え方を考えてもらうといいでしょう。

	 	 例）窓のある高い建物のイラストなど。

　

	 89「長」

	 学習者にイメージやストーリーを使った覚え方を考えてもらうといいでしょう。

	 	 例）首の長いキリンのイラストなど。

	

	 ①④⑥…似ている漢字の問題

	 ②③…語彙の問題

	 ⑤⑦…読み方の問題

	 ⑧⑨…字形の問題

	 ⑩…送り仮名の問題

Ⅲ	 この課は「家族」というデリケートな話題ですが、家族の漢字を覚えることが目的なので、学習者個人の家族で

はなく自分が知っているアニメやドラマの家族について書いてもらってもいいと思います。もちろん、自分の家

族について書きたい人がいればかまいません。



28「漢字たまごのヒント＆ポイント　初級」　（第８課） 28

Ⅰ	 日本人の家にホームステイするとき、事前にホストファミリーのプロフィールを見ることがあります。ここでは、

家族構成欄からどんな家族かを読み取ります。兄弟の名前からは性別がわからないようにしてあります。学習者

が迷うようでしたら、「弘美さんは、真希さんの何？	ペットは？」などと聞いてみてください。

	 クラスのレベルによっては、既習の漢字からの推測で職業などを考えるのもいいでしょう。

	 	 Ａ：兄弟がぜんぶ女性であることから間違いであることがわかります。

	 	 Ｂ：犬が猫になっている間違いです。

	 	 Ｃ：弟がいて家族全員がプロフィールと同じことがわかります。

　	

Ⅱ	 ここでは、ネットのブログに家族のことが漢字で書けるかを確認します。写真から情報を取ります。発展として

実際に自分のブログを考えて作成してもらうのもいいかもしれません。

	 ①②「私はひくいです」から背が「高い」と、背が高いのは「兄」だということがわかります。

	 ③「かみが長いほうが私」からかみが短いのは「妹」だとわかります。

	 ④写真から「小さい」犬だということがわかります。

　

Ⅲ	 できれば実物の願書などを見てもらうとより現実味が増すかと思います。例をみて、自分の家族構成欄を記入し

ていきます。その際、書く順番に気をつけてもらい、「本人との関係」の欄を、既習の漢字を使って書ければよい

でしょう。（職業欄は漢字でなくてもいいです）

	 前に言葉が付くことによって、漢字の読み方が清音から濁音に変化するものがあることに注目してもらいます。

既習漢字ではありませんが、語彙を知っていれば他にも例を挙げるといいでしょう。他に「円高」「腕時計」「ゴ

ミ箱」などがあります。


